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問題 1 *出題意図：看護学教育に関する国際的基礎知識と英語力を問う 

問 1 解答例 

看護理論と看護実践が乖離していること。 

 

問 2 

A classroom B clinical 

 

問 3 

 

 

 

 

問 4 解答例 

 

問 5 解答例 

・Gap between Theory and Practice in Nursing Education（原題） 

・Nursing education that bridges theory and practice  

など（論旨に応じていれば可）  

 

 

 

 

b d 

新卒看護師には、変化し続ける医療環境の中で自らの役割を効果的に遂行するため

の自信と十分な準備が求められている。 
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問題 2 *出題意図：看護研究の基礎知識を問う 

 

問 1 

①  ②  ③  ④  ⑤  

✕ ○ ✕ ○ ✕ 

 

 

問 2 解答例 

・研究結果を一般化できる。 

・研究結果の客観性を高めることができる。 

・統計的に裏づけられた結果は、臨床実践で応用可能な根拠となる。  

  

等、要点が適切であれば表現は不問とする。 
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問題 3  *出題意図：教育・研究への関心・知識と論述能力を問う 

 

評価のポイント 

・求められる倫理的配慮の説明を二点以上について明確に 

・倫理的配慮が求められる理由を十分に 

 説明できていること。 

 

データや教育指針、ガイドライン、学術研究、論理、モデルの引用等で発展的に論述でき

ていれば加点対象。 

 

 

 

 

以上 


